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新年明けましておめでとうございます。 

 

昨年は、欧州問題や中国経済の下振れへの懸念、天候不順などの影響で国内の経済指標は低

調でしたが、円安やインバウンドを含む内需に支えられて企業収益は概ね改善しました。雇用、

個人所得などにも波及しつつあり、本格的な回復基調に結びつくことを期待したいと思います。 

 

マンション市場については、いろいろな不安要素が重なるなか、特に首都圏の供給予測は年

央に下方修正した 4万 3 千戸をさらに下回る結果となりそうです。分譲価格の高止まりも続い

ており、今後の市場の動きについては注意深く見ていく必要があります。 

 

このような状況下ではありましたが、長谷工グループは昨年一年間も、堅調に数字を伸ばす

ことが出来ました。建設関連事業は好調を維持することができ、中間期の決算発表では、今期

の通期予想を上方修正し、連結の売上高、営業利益、経常利益そして先行指標となる受注高は

過去最高を予想しています。サービス関連事業においても、課題を一つ一つ克服しながら徐々

に上向いてきています。 

 

今年の年頭に掲げるキーワードは“不易流行”とします。松尾芭蕉が『奥の細道』の旅の間

に会得した境地だと言われていますが、不易とは不変の真理を意味し、流行とは時代や環境に

より変化する様を意味しています。つまり変えてはいけない本質を守りながらも、時代の流れ

に合わせて新しく変化しなければならないと説いている言葉だと思います。グループのそれぞ

れの会社として、また所属する各部署として、自分の業務の中で何をすることが本質なのか、

原点に返ってもう一度見つめ直してみてください。そのうえで時代や市場の変化に対応して欲

しいと思います。最良の品質と最善のサービスを提供する姿勢を貫き、お客様や事業主の信頼

を勝ち取るために何をなすべきかを再度考えて実行することを、今年のテーマとして頂きたい

と思います。 

 

今年の 4 月から始まる 17 年 3 月期は、NBs 計画の最終年度であると同時に創業 80 周年を迎

える期でもあります。これまで進めてきたグループ連携を更に強化し、心を一つにして今年も

頑張っていきましょう。 
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